
…研
究
ノ
ー
ー

フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
所
に
お
け
る

全
面
審
判
訴
訟

印

-

判
決
に
お
け
る
裁
判
官
の
権
限
に
着
目
し
て
1

石

黒

目

次

は

じ
め

に

第

一
章

フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
所
に
お
け
る
､
義
務
づ
け
判
決
､
行
為
代
行
判
決

お
よ
び
行
為
変
更
判
決
の
禁
止
原
則

第

一
節

義
務
づ
け
や
行
為
の
変
更
に
似
た
性
質
を
持
つ
と
さ
れ
る
判
決

第
二
節

禁
止
原
則
の
確
立

第
三
節

禁
止
原
則
の
根
拠
-

学
説
の
概
観

-
(以
上
本
号
)
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トノ究研

は
じ
め
に

(-
)

大
阪
国
際
空
港
訴
訟
に
お
け
る
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判

決

が

民
事
訴
訟

(2
)

に
よ
る
夜
間
飛
行
差
止
請
求
を
不
適
法
と
し
て
却
下
し

た

の

を
契
機
と
し

て
､
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
の
活
用
に
つ
い
て
議
論
が
活
発
に
な
さ
れ
て

(3
)

(4
)

お

り

､

ま
た
無
名
抗
告
訴
訟
の
利
用
も
主
張
さ
れ
て
い
る

｡

こ
の
う
ち
､

義
務
づ
け
訴
訟
に
つ
い
て
は
類
型
的
に
三
つ
の
見
解
が
み
ら
れ
､
全
面
的

否
定
説
は
現
在
の
学
説
判
例
の
大
体
が
と
る
と
こ
ろ
で
は
な
-
､
補
充
説

(5
)

(6
)

と
独
立
説
が
対
立
し
て
い
る
と
さ
れ

る
｡

す
な
わ
ち
､
補
充

説

が

義
務
づ

け
訴
訟
を
認
め
る
た
め
に
､

一
般
に
行
政
庁
の
義
務
の

一
義
的
明
確
性
と

救
済
の
必
要
性

(回
復
L
が
た
い
損
害
の
発
生
)
と
い
う
要
件
を
課
す
の

(7
)

に
対
し
､
独
立
説
は
､
判
決
に
熟
す
る
限
り
で
裁
判
所
は
義
務
づ
け
判
決

を
下
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
既
に
以
前
か

ら
､
独
立
説
に
立
た
な
い
と
し
て
も
､
当
事
者
訴
訟
的
な
義
務
づ
け
訴
訟

に
お
い
て
は
回
復
L
が
た
い
損
害
の
発
生
と
い
う
要
件
は
不
要
で
あ
る
と

(8
)

の
主
張
が
な
さ
れ
､
ま
た
わ
が
国
の
行
政
法
学
が
あ
ま
り
に
抗
告
訴
訟
中

心
主
義
に
な
っ
て
お
り
､
当
事
者
訴
訟
に
関
す
る
研
究
が
乏
し
か
っ
た
と

(9
)

の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る

が

'
な
お
わ
が
国
で
は
当
事
者
訴
訟
は
ほ
と
ん

(10
)

ど
検
討
さ
れ
ず
に
き
た
の
で
あ

る

｡

他
方
､
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
訴
訟
の
う
ち
で
､
わ
が
国
の
当
事
者
訴
訟
に

(ll
)

(12
)

該
当
す
る
と
さ
れ

る

､
全

面
審
判
訴

訟

(
c

on
ten
tieux
d
e
p
le
in
e
ju
ri･

(13)

d
ictio
n
)
を
研
究
す
る
必
要
性
が
指

摘
され
て
い

る

｡

全
面
審
判
訴
訟

は
､
伝

統
的
に
取
消
訴
訟

(con{en
tie
u
x
d
e
-〉a
n
n
u
】a
tio
コ
)
-

そ

(I
)

の
中
心
的
な
も
の
が
越
権
訴

訟

(
re
co
u
r
s
po
ure
x
ces
d
e
p
o
u
v
oir)

(15
)

で
あ
る
I

'
解
釈
訴

訟

(

conten
tieux
de
l'in
te
rp
ratatio
n
)､

処

罰
訴
訟

(conte
n
tie
u
x
d
e
la
re
pression
)
と
並
ん
で
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
四
つ
の
行
政
訴
訟
類
型
の

1

つ
と
さ
れ
て
お
り
､
裁
判
所
が
､
民
事

訴
訟
と
同
様
に
全
面
的
な
審
判
権
を
行
使
し
､
単
に
行
政
の
決
定
を
取
消

す
に
止
ま
ら
ず
､
そ
れ
を
変
更
し
た
り
､
行
政
に
代
っ
て
自
ら
決
定
を
下

し
た
り
､
行
政
に
対
し
損
害
賠
償
等
の
金
銭
支
払
い
を
命
じ
た
り
す
る
こ

(16
)

と
が
で
き
る
訴
訟
で
あ

る
｡

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
関
し
て
は
既
に
多
-
の

論
稿
が
出
さ
れ
､
全
面
審
判
訴
訟
も
､
行
政
法
あ
る
い
は
行
政
裁
判
制
度

(17
)

の
成
立
に
関
す
る
研

究

で

扱
わ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
行
政
契
約
や
行
政

(18
)

賠
償
責
任
に
関
す
る
論

稿

は

'
そ
こ
で
生
じ
る
訴
訟
が
全
面
審
判
訴
訟
で

あ
る
た
め
､
こ
の
訴
訟
の
研
究
と
い
う
側
面
も
持
ち
､
し
た
が
っ
て
全
面

審
判
訴
訟
に
関
し
て
も
､

〓
疋
の
限
定
さ
れ
た
局
面
で
は
既
に
研
究
は
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
そ
れ
ら
は
､
各
分
野
の
行
政

法
理
や
行
政
裁
判
権
の
確
立
と
そ
の
内
容
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
り
､
全

面
審
判
訴
訟
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
そ
れ
自
体
を
検
討
の
対

北法38(2･28)226



フランス行政裁判所における全面審判訴訟(1)

象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
､
義
務
づ
け
判
決
を
下
さ
な
い
と
さ
れ

(19
)

る

フ

ラ
ン
ス
行
政
裁
判
所
が
､
行
政
決
定
の
取
消
し
に
止
ま
ら
ず
種
々
の

(20
)

判
決
を
下

す

と

い
う
全
面
審
判
訴
訟
の
内
容
は
､
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

(21
)

て
は
い
な
い
と
思
わ
れ

る

｡

以
上
の
よ
う
な
認
識
の
下
で
､
本
稿
は
､
全
面
審
判
訴
訟
自
体
を
対
象

と
し
､
そ
の
全
体
に
渡
る
特
徴
を
検
討
す
る
｡
そ
の
際
､
フ
ラ
ン
ス
行
政

裁
判
所
の
､
義
務
づ
け
､
行
為
代
行
お
よ
び
行
為
変
更
の
各
判
決
に
対
す

る
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
後
に
､
全
面
審
判
訴
訟
で
下
さ
れ
る
判
決
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
紹
介
し
､
さ
ら
に
そ
の
他
の
特
徴
を
も
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
全
面
審
判
訴
訟
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
方
法
を
と
る
こ
と
に
す
る
｡
な
お
本
稿
は
､
ま
ず
全
面
審
判
訴
訟
の
客

観
的
な
理
解
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
､
わ
が
国
の
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟

お
よ
び
無
名
抗
告
訴
訟
に
対
し
直
接
的
な
方
向
づ
け
を
与
え
る
も
の
で
は

な
い
が
､
そ
こ
で
の
議
論
の
た
め
に
新
た
な
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(-
)

最
大
判
昭
和
五
六
年

一
二
月

1
六
日
民
集
三
五
巻

l
〇
号

l
三
六
九
頁

以
下
｡

(2
)

そ
の
論
理
は
既
に
多
-
の
論
者
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
｡
主
な
評

釈
と
し
て
､
今
村
成
和

(『ジ
ュ
リ
ス
ト
』
七
六

言
亨

一七
頁
)､
原
田
尚

彦

(『ジ
ュ
リ
ス
ト
』
七
六

三
号
二
五
頁
)､
綿
貫
芳
源

(『判
例
時
報
』
一

〇
二
五
号
三
貢
)､
下
山
瑛
二
(『法
律
時
報
』
五
四
巻
二
号
二
〇
頁
)'
阿

部
泰
隆

(『自
治
研
究
』
五
八
巻
三
号
三
貢
)､
近
藤
昭
三
(『ジ

ュ
リ
ス
ト
』

七
六
八
号
三

一
頁
)
各
氏
の
い
ず
れ
も

1
九
八
二
年
の
も
の
が
あ
る
｡

(3
)
高
木
光
｢行
政
訴
訟
に
よ
る
差
止
に
関
す
る
1
考
察
-

西
ド
イ
ツ
に

お
け
る
結
果
除
去
請
求
権
の
法
理
を
手
が
か
り
と
し
て
-

｣
『神
戸
法

学
雑
誌
』
三
二
巻

三
万
(
1
九
八
二
年
)
五
九
貢
以
下
､
同
･
｢訴
え
の
利

益
論
の
再
検
討
-

事
実
行
為
論
の
立
場
か
ら
-

｣
『神
戸
法
学
雑

誌
』
三
五
巻
二
号

二

九
八
五
年
)
四
〇
九
貢
以
下
は
'
わ
が
国
の
行
政

行
為
論
が
負
担
過
重
で
あ
る
と
の
視
点

で
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
に
よ
る

差
止
を
主
張
す
る
｡
そ
の
他
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
の
可
能
性
に
好
意
的

な
も
の
と
し
て
､
園
部
逸
夫

｢行
政
訴
訟
と
民
事
訴
訟
と
の
関
係
｣

『新
･

実
務
民
事
訴
訟
講
座
』
9

(日
本
評
論
社

二

九
八
三
年
)
三
頁

以

下
､

同

･
｢グ
レ
イ
･
ゾ
ー
ン
と
行
政
訴
訟
-

大
阪
国
際
空
港
騒
音
公
害
訴

訟
大
法
廷
判
決
を
ふ
り
か
え
っ
て
-

｣
『季
刊
実
務
民
事
法
』
4
二

九

八
四
年
)
七
頁
以
下
､
鈴
木
庸
夫

｢当
事
者
訴
訟
｣
『現
代
行
政
法
体
系
』

5

(有
斐
閣

･
一
九
八
四
年
)
七
七
貢
以
下
が
あ
る
｡
ま
た
､
和
田
英
夫

｢行
政
訴
訟
と
民
事
訴
訟
-

司
法
制
度
に
お
け
る
そ
の
関
連
と
課
題

-

｣
『公
法
の
課
題

(田
中
二
郎
先
生
追
悼
論
文
集
)』
(有
斐
閣
二

九

八
五
年
)
六

一
九
頁
は

｢公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
が
見
直
し
さ
れ
る
べ
き

な
の
で
あ
る
｣
と
し
て
お
り
､
好
意
的
な
論
者
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
Dこ

れ
に
対
し
て
否
定
的
な
立
場
に
立
つ
も
の
と
し
て
､
原
田
尚
彦

｢厚

北法38(2･29)227



トノ究研

木
基
地
訴
訟
却
下
判
決
の
問
題
点
-

｢防
衛
行
政
権
｣
と
い
う
論
理
を

中
心
に
し
て
-

L
『ジ
ュ
リ
ス
ト
』
七
八
二
号

(
一
九
八
三
年
)
九
九
貰

以
下
､
同
･
｢行
政
訴
訟
類
型
の
多
様
化
論
争
｣
『法
学
教
室
』
五
二
号
(
一

九
八
五
年
)
四
七
頁
以
下

〔塩
野
宏
=
原
田
尚
彦

『行
政
法
散
歩
』
(有
斐

閣
二

九
八
五
年
)所
収
〕､
阿
部
泰
隆
｢
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
の
蘇
生
?
｣

『季
刊
実
務
民
事
法
』
6

二

九
八
四
年
)
六
頁
以
下
､
同
･
『行
政
救
済

の
実
効
性
』
(弘
文
堂

･
一
九
八
五
年
)
九
六
-

一
〇
〇
貢
が
あ
る
｡

ま
た
､
室
井
力

｢公
法
に
お
け
る
判
例
と
学
説
｣

『公
法
研
究
』
四
八
号

(宮
沢
俊
義
先
生
還
暦
記
念
)』
第
六
巻

(有
斐
閣
･
T
九
六
五
年
)
三

1

貢
以
下

〔同

･
『現
代
の
行
政
と
行
政
法
の
理
論
』
(有
斐
閣

二

九
六
二

年
)
所
収
〕
が
あ
る
｡

(6
)
原
田
尚
彦

『訴
え
の
利
益
』
(弘
文
堂
･
一
九
六
三
年
)
七
三
頁
は
､
補

充
説
に
立
ち
､
こ
の
立
場
で

｢訴
訟
法
の
次
元
で
は
理
念
的
に
は
い
ち
お

う
解
決
済
｣
に
な
っ
た
と
す
る
｡
昨
今
の
下
級
審
判
決
は

一
般
的
傾
向
と

し
て
こ
の
立
場
に
立
つ
と
さ
れ
る
｡
(塩
野
･
前
掲
注
(4
)
一
二
六
頁
)

(7
)

阿
部
泰
隆
｢義
務
づ
け
訴
訟
論
｣
『公
法
の
理
論

(田
中
二
郎
先
生
古
稀

北法38 (2･30)228

(
一
九
八
六
年
)

一
五
四
頁
は
､
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟

一
般
に
つ
い
て

は
別
に
し
て
､
大
阪
空
港
事
件
に
お
け
る
そ
の
利
用
に
は
否
定
的
で
あ
る
O

(4
)

塩
野
宏

｢無
名
抗
告
訴
訟
の
問
題
点
｣
『新
･実
務
民
事
訴
訟
講
座
』
9

(日
本
評
論
社

･
l
九
八
三
年
)

1
四
二
貢
は
､
最
高
裁
多
数
意
見
の
論

理
を
前
提
と
す
れ
ば
､
抗
告
訴
訟
の
形
態
と
し
て
は
､
妨
害
排
除
を
求
め

る
無
名
抗
告
訴
訟
を
選
択
す
る
の
が
素
直
で
あ
る
と
し
､
阿
部

･
前
掲
注

(2
)
｢空
港
供
用
行
為
と
民
事
差
止
訴
訟
-

大
阪
国
際
空
港
訴
訟
最
高

(8
)

裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
｣

1
七
-
二
五
頁

〔同

･
前
掲
書
注
(3
)所
収
〕
は
､

民
事
訴
訟
も
抗
告
訴
訟
も
と
も
に
適
法
と
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
､
抗
告
訴

訟
と
し
て
は
へ
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
法
に
基
づ
-
運
輸
大
臣
に
よ
る
飛

行
時
間
指
定
の
義
務
づ
け
訴
訟
以
外
に
は
満
足
な
も
の
は
な
い
と
す
る
｡

(5
)

塩
野

･
前
掲
注
(4
)
一
二
三
頁
以
下
｡

全
面
的
否
定
説
を
戦
後
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
学
説

･
判
例
の
詳
細
な

分
析
に
基
づ
い
て
批
判
し
た
も
の
と
し
て
､
今
村
成
和

｢行
政
訴
訟
1

(9
)

｢司
法
権
の
限
界
｣
に
関
す
る
諸
学
説
の
検
討
-

｣
『日
本
国
憲
法
体
系

記
念
)』
下
H

(有
斐
閣
･
1
九
七
七
年
)
二
1
〇
三
頁
以
下
は
､
義
務
づ

け
訴
訟
の
必
要
性
と
実
益
に
つ
い
て
の
判
例
等

の
実
証
的
な
研
究
の
上
で
､

独
立
説
を
主
張
す
る
｡
同
･
｢義
務
づ
け
訴
訟
論
再
考
｣
『公
法
の
課
題
(田

中
二
郎
先
生
追
悼
論
文
集
)』
(有
斐
閣

二

九
八
五
年
)

一
頁
以
下
で
再

び
主
張
O
塩
野
･前
掲
注
(4
)
1
二
八
貢
は
､
｢行
訴
法
の
下
で
は
､
学
説

上
は
多
数
説
と
い
え
よ
う
か
｣
と
す
る
｡

遠
藤
博
也

『講
和
行
政
法
入
門
』
(青
林
書
院
新
社
･
一
九
七
八
年
)
九

三
､
九
四
頁
｡
社
会
保
険
給
付
は
被
保
険
者
の
権
利
で
あ
り
､
そ
れ
に
つ

い
て
の
義
務
づ
け
訴
訟
は
当
事
者
訴
訟
的
な
色
彩
を
も
つ
と
す
る
｡
ま
た
､

福
家
俊
朗

｢行
政
訴
訟
に
お
け
る

｢給
付
訴
訟
｣｣
『民
商
法
雑
誌
』
六
六

巻
六
号

(
一
九
七
二
年
)
六
二
貢
､
六
七
巻

一
号

二

九
七
二
年
)
六
〇

頁
へ
七
〇
貢
も
､
当
事
者
訴
訟
的
無
名
抗
告
訴
訟
と
い
う
見
方
を
し
て
い

る
よ
う

に
思
わ
れ
る
｡

遠
藤
博
也
｢戦
後
三
〇
年
に
お
け
る
行
政
法
理
論
の
再
検
討
｣
『公
法
研

究
』
四
〇
号

(
一
九
七
八
年
)

一
七
二
頁
｡



(10
)

学
説

･
判
例
は
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
に
対
し
冷
淡
で
'
継
子
同
様
の

扱
い
を
し
て
い
る
と
さ
れ
る

(鈴
木

こ
別
掲
注
(3
)
七
七
頁
)O

(ll
)

阿
部
泰
隆

¶
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
論
』
(有
斐
閣
二

九
七

一
年
)
七
〇

貢
､
滝
沢
正
『

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
理
論
』
(有
斐
閣
･
一
九
八
四
年
)

二

七
貢
､
山
田
幸
男
『行
政
法
の
展
開
と
市
民
法
』
(有
斐
閣
二

九
六

7
年
)

二
四
〇
､
二
九
八
頁
｡

(12
)

兼

子
仁
=
磯
部
力
-
小
早
川
光
郎
編
訳
･1
･リ
ヴ
エ
ロ

『
フ
ラ
ン
ス
行

政
法
』
(東
京
大
学
出
版
会
二

九
八
二
年
)
の
訳
に
よ
る
｡
以
下
の
訳
語

も
基
本
的
に
同
書
に
従
う
｡
他
に
完
全
審
理
訴
訟

(た
と
え
ば
､
山
田
･

前
掲
書
注
(ll
)､
阿
部

こ
別
掲
書
注
(ll
)､
兼
子
仁

『行
政
行
為
の
公
定

力
の
理
論
』
(東
京
大
学
出
版
会

･
1
九
七
〇
年
)､
遠
藤

･
前
掲
注

が
あ
ろ
う
と
す
る
｡

(14
)
阿
部

･
前
掲
書
注
(11
)'
広
岡
隆

｢民
衆
訴
訟
と
し
て
の
越
権
行
為
取

(15
)

フランス行政裁判所における全面審判訴訟(1)

爾

(9
))､
完
全
裁
判
訴
訟

(た
と
え
ば
､
神
谷
昭

『フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
研

究
』
(有
斐
閣
･
一
九
六
五
年
)､
滝
沢
･前
掲
書
注
(ll
)､
横
山
信
二

｢
フ

ラ
ン
ス
越
権
訴
訟
に
お
け
る
訴
え
の
利
益
｣
『広
島
法
学
』
六
巻

l
号

二

九
八
二
年
)
三
九
頁
以
下
)､
通
常
の
行
政
訴
訟

(た
と
え
ば
へ
雄
H

l
郎

｢
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
｣
『行
政
法
講
座
』
第

7
巻

(有
斐
閣
二

九
五
六
年
)

一
五
頁
以
下
)
な
ど
の
訳
語
も
み
ら
れ
る
｡

遠
藤

･
前
掲
注
(9
)
一
七
二
頁
O
な
お
､
阿
部

･
前
掲
書
注
(ll
)七
七

頁
注
(22
)
は
､
全
面
審
判
訴
訟
が
わ
が
国
の
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
と
い

(16
)

う
制
度
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
直
接
の
示
唆

を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
､
同
貢
注
(20
)
で
､
わ
が
国
で
公
権
力
の

(17
)

行
使
と
さ
れ
る
年
金
や
税
等
の
領
域
を
含
ん
で
い
る
点
で
､
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
行
政
行
為
論
と
し
て
､
全
面
審
判
訴
訟
の
領
域
を
研
究
す
る
必
要

消
訴
訟
｣
『公
法
学
の
諸
問
題
(渡
辺
宗
太
郎
博
士
還
暦
記
念
)』
(有
斐
閣
･

T
九
五
六

年
)
四
五
五
頁
以
下
'
近
藤
昭
三

｢
フ
ラ
ン
ス
国
務
院
と
権
力

濫
用
の
法
理
｣
『法
政
研
究
』
二
七
巻
二
-
三
=
四
号

二

九
六

一
年
)
三

三
九
頁
以
下
､
横
山

･
前
掲
注
(12
)､
室
井
敬
司

｢行
政
立
法
と
越
権
訴

訟
-

行
政
立
法
の
行
政
行
為

へ
の
包
摂
過
程
を
め
ぐ
る
コ
ン
セ
イ

ユ

･デ
タ判
例
の
変
遷
1

｣
『東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
二
六
巻

7

号

二

九
八
五
年
)
六

三七
貢
以
下
､
等
の
文
献
の
他
､
多
-
の
研
究
が

既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
C

山
岸
敬
子
｢行
政
行
為
の
解
釈
に
対
す
る
裁
判
的
統
制

-

フ
ラ
ン
ス

の
直
接
的
解
釈
訴
訟
を
素
材
と
し
て
ー

｣
『自
治
研
究

』五
六
巷
二

九

八
〇
年
)
二
号
八

1
頁
以
下
､
三
号

六
八
頁
以
下
､
同
･
｢
フ
ラ
ン
ス
の
直

接
的
解
釈
訴
訟
制
度
の
機
能
-

行
政
解
釈
の
裁
判
的
統
制
｣
『法
律
時

報
』
五
六
巻
五
号

二

九
八

四
年
)
7
三
五
貢
以
下
､
同
･
｢
フ
ラ
ン
ス
の

直
接
的
解
釈
訴
訟
制
度
に
お
け
る
訴
え
の
成
熱
性
-

)itig
e

n
e

et

a
ctu
e
)
の
認
定
要
件
｣
二

橋
論
叢
』
九
四
巻
五
号

(
1九
八
五
年
)
八
九

貢
以
下
､
参
照
O

滝
沢
･前
掲
書
注
(ll
)
二
六
､
二
七
頁
､
1
･リ
ヴ
エ
ロ
･前
掲
書
注
(12
)

二
二
七
-
二
三

1
頁
O

た
と
え
ば
､
雄
川

･
前
掲
書
注
(12
)､
神
谷

こ
別
掲
書
注
(12
)､
渡
辺

宗
太
郎

｢悌
園
に
於
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
沿
革
｣
『法
学
論
叢
』
1
八
巻

二

九
二
七
年
)

一
号
九
〇
貢
以
下
､
三
号
三
九
四
貢
以
下
､
六
号
八
八
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ト1ノ究研

九
頁
以
下
､
村
上
順

『近
代
行
政
裁
判
制
度
の
研
究
』
(成
文
堂
･
1
九
八

五
年
)
(お
よ
び
そ
の
も
と
と
な
っ
た

一
連
の
研
究
)
等
｡

(18
)

た
と
え
ば
､
滝
沢
正
｢
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
行
政
契
約
-

行
政
契

約
の
標
準
を
中
心
と
し
て
-

｣
『法
学
協
会
雑
誌
』
九
五
巻

(
1
九
七
八

年
)
四
号

1
頁
以
下
､
五
号
七
七
貢
以
下
､
六
号

一
頁
以
下
'
七
号
五
〇

頁
以
下
'
九
号

1
頁
以
下
､
浜
川
清

｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約

1

般
理
論
の
成
立
し
『民
商
法
雑
誌
』
六
九
巻
六
号

二

九
七
四
年
)
四
〇
貢

以
下
､
七
〇
巻

1
号

(
一
九
七
四
年
)
四
三
貢
以
下
､
三
好
充

｢
フ

ラ
ン

ス
に
お
け

る
行
政
契
約
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
｣
『産
業
経
済
研
究
』
一
五
巻

(
一

九
七
四
年
)

1
号

1
五
貢
以
下
､
二
号
三
七
貢
以
下
､

l
六
巻

(
1
九
七

五
年
)

一
号
六
七
貢
以
下
､
渡
辺
宗
太
郎

｢併
閲
に
於
け
る
国
家
責
任
問

題
の
趨
勢
｣
『法
学
論
叢
』
二
〇
巻

1
号

(
1
九
二
八
年
)

1
四
五
貢
以

下
､
雄
川

1
郎
｢
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
国
家
賠
償
責
任
法
｣
『比
較
法
研
究
』

九
=

一
〇
号

(
一
九
五
五
年
)
四
九
貢
以
下
､
神
谷
昭

｢
フ
ラ
ン
ス
行
政

法
に
お

け
る
国
の
危
険
責
任
｣
〔同

･
前
掲
書
注
(1
)
三
五

1
頁
以
下
所

収
〕
､
近
藤
昭
三

｢
公
土
木

(T
ra
v
a
u
x
p
u
b
lic
s)
の
損
害
に
つ
い
て
-

-

無
過
失
責
任
主
義
の
成
立

-

｣
『法
政
研
究
』
三
二
巻
二
-
六
合
併

号

二

九
六
六
年
)

二
二
九
頁
以
下
､
山
田
準
次
郎

｢
フ
ラ
ン
ス
法
に
お

け
る
国
の
補
償
責
任
｣
『法
律
論
叢
』
三
九
巻
四
-
五
=
六
合
併
号

(
一
九

六
六
年
)

1
二
三
貢
以
下
､
広
岡
隆

｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
上
の
無

過
失
責
任
の
最
近
の
動
向
-

過
去

一
〇
年
間
の
主
要
な
判
例
の
考
察

-

｣
『現
代
行
政
と
法
の
支
配
(杉
村
敏

正
先
生
還
暦
記
念
)
』
(有
斐
閣
･

一
九
七
八
年
)
二
七
五
貢
以
下
､
滝
沢
正

｢
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
行
政

(19
) 上

の
不
法
行
為
責
任
｣
『東
西
法
文
化
の
比
較
と
交
流
(野
田
良
之
先
生
古

稀
記
念
)
』
(有
斐
閣

二

九
八
三
年
)
四

一
九
貢
以
下
'
小
幡
純
子

｢
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
土
木
の
損
害

(d
o
m
m
a
g
e
s
d
e
tra
v
a
u
x
p
u
b
)ics)

-

公
土
木
責
任
法
の
発
展
過
程

-

｣
『法
学
協
会
雑
誌
』

一
〇
一
巻

(
1
九
八
四
年
)
四
号
八
三
頁
以
下
､
五
号

l
貢
以
下
､

一
〇
二
巻
(
1

九
八
五
年
)
六
号

一
貢
以
下
､

二

号
二
七
頁
以
下
'
久
保

茂
樹

｢誘
導

措
置
と
行
政
賠
償
責
任
-

フ
ラ
ン
ス
経
済
行
政
に
お
け
る
e
nga
g
e
･

m
e
n
t
(確
約
)
を
素
材
に
し
て
-

｣
『法
学
論
叢
』
二
四
巻

四号
(
一

九
八
四
年
)
六
七
貢
以
下
等
の
論
稿
｡

平
田
和

一
｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
裁
判
-

行
政
に
対
す
る
裁
判

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
実
効
性
を
め
ぐ
っ
て
-

｣
『法
政
論
集
』
七
六
号

(
一

九
七
八
年
)
九
三
頁
以
下
､
暗
山

一
穂

｢
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
コ

ン
セ
イ
エ
･
デ
タ
の
位
置
と
役
割

-

コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
研
究
の
最
近

の
新
し
い
動
向
を
ふ
ま
え
て
ー

｣
『現
代
行
政
と
法
の
支
配
(杉
村
敏
正

先
生
還
暦
記
念
)
』
(有
斐
閣

･
一
九
七
八
年
)
二
四
二
頁
へ
小
早
川
光
郎

｢取
消
判
決
の
拘
束
力

-

越
権
訴
訟
に
お
け
る
取
消
の
観
念
に
関
す

る

一
考
察
-

｣
『法
学
協
会
雑
誌
』九
三
巻
四
号
(
一
九
七
六
年
)
〔同
･

『行
政
訴
訟
の
構
造
分
析
』
(東
京
大
学
出
版
会

二

九
八
三
年
)
所
収
〕

三
頁
､
阿
部
･前
掲
書
注
(11
)
七
三
頁
｡
な
お
､
阿
部
･前
掲
注
(7
)
｢義

務
づ
け
訴
訟
論
｣
二

一
〇
八
貢
は
､
全
面
審
判
訴
訟
に
お
い
て
は
義
務
づ

け
訴
訟
が
認
め
ら
れ
る

と
す
る
が
､
そ
れ
は
決
定
の
変
更
や
代
行
な
ど
を

含
め
た
広
い
意
味
で
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
､
後
に
見
る
よ
う
に
'
全
面

審
判
訴
訟
に
お
い
て
も
義
務
づ
け
判
決
は
下
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
｡
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フランス行政裁判所における全面審判訴訟(1)

(20
)

小
早
川
･前
掲
注
(19
)
四
貢
､
横
山
･前
掲
注
(12
)
五
二
貢
､
1
･リ
グ

エ
ロ
･
前
掲
書
注
(12
)
二
二
九
頁
｡

(21
)

阿
部
･
前
掲
注
(11
)第

一
編
が
､
越
権
訴
訟
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
比
較
で
､
全
面
審
判
訴
訟
に
つ
い
て
も
'
あ
る
程
度
そ
の
内
容
を

示
し
て
い
る
に
止
ま
る
Q

第

一
章

フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
所
に
お
け
る
､

義
務
づ
け
判
決
､
行
為
代
行
判
決

お
よ
び
行
為
変
更
判
決
の
禁
止
原
則

フ
ラ
ン
ス
の
行
政
裁
判
所
は
､
後
に
紹
介
す
る
全
面
審
判
訴
訟
を
除
い

て
､
自
ら
許
可
を
与
え
る
と
い
う
よ
う
に
行
政
に
代
わ
っ
て
行
為
を
す
る

行
為
代
行

(su
b
stitu
tio
n
)
判
決
も
､
行
政
の
な
し
た
決
定
を
変
更
す
る

行
為
変
更

(re
form
a
tio
n
)
判
決
も
下
さ
な
い
.
さ
ら
に
'
行
政
裁
判
所

は
､
全
面
審
判
訴
訟
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
に
お
い
て
､
金
銭
の
支
払
い

を
除
い
て
､
行
政
に
対
し
て

〓
疋
の
作
為
又
は
不
作
為
を
命
ず
る
義
務
づ

け

(in
jo
n
ctio
n
)
判
決
も
下
さ
な
い
｡

(-
)

こ
の
禁

止
原

則

は

､
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
上
最
も
艮
-
確
立
さ
れ
た
原
則

(2
)

の

1
つ
と
し
て
全
面
審
判
訴
訟
を
除
-
全
領
域
に
及
ん
で
お

り

'

義
務
づ

け
や
行
為
の
変
更
に
似
た
性
質
を
持
つ
と
さ
れ
る
判
決
方
法
が
あ
る
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
｡

な
お
､
行
政
に
対
し
て
下
さ
れ
た
行
政
裁
判
所
の
判
決
の
執
行
を
確
保

す
る
た
め
に
､
判
決
が
執
行
さ
れ
な
い
場
合
､
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
に
ア

ス
ト
ラ
ン
ト

(a
stre
in
te
)
の
判
決
を
下
す
こ
と
を
認
め
る
法
律
が

1
九

(3
)

(4
)

八
〇
年
に
成
立
し
た
｡

ア
ス
ト
ラ
ン
ト

と

は
､
義
務
の
履
行
遅
滞

l
目
に

つ

き
一
定
金
額
の
支
払
い
を
命
じ
る
罰
金
強
制
で
あ
り
､
こ
れ
に
よ
っ
て
､

行
政
裁
判
所
が
下
し
た
決
定
に
従

っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
行
政
を
強
制
す

(5
)

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
も
言
わ
れ

る

が

､
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
義
務
づ

(6
)

け
判
決
禁
止
原
則
が
崩
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
｡

そ
こ
で
本
章
で
は
､
フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
所
の
義
務
づ
け
判
決
､
行
為

代
行
判
決
お
よ
び
行
為
変
更
判
決
に
対
す
る
態
度
を
､
コ
ン
セ
イ
エ
･
デ

(7
)

タ
の
判
例
を
通
し
て
明
ら
か
に
す

る

た

め
､
第

7
節
で
そ
れ
ら
に
似
た
性

質
を
も
つ
判
決
方
法
を
紹
介
し
た
後
､
第
二
節
で
こ
れ
ら
の
禁
止
原
則
が

確
立
し
て
き
た
過
程
を
見
る
こ
と
に
し
､
第
三
節
で
禁
止
原
則
に
つ
い
て

の
学
説
を
概
観
す
る
｡

(1
)
J
.

C
h
e
v
a
u
ie
r
,
L
'in

terdie
t
i
o
n
po
u
r

l
e

j

uge
a
d

m
inistr
a
t
i
f

d
e

fai
r

e
a
c
te
d
.a
d
m
inistrate
u

r
,

A
.I
.D

.A

..

)9
7
2

.

p.67
e
t

s

.こ

.

R
iv
e
r
o
,D
r
o
it
a
d
mi
nis
tr
a
tif}
g
ee
d
.二

g
8
0
,

n.
S

1
8

5
et229
;
G
.
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(4
) V

e
d
e
l
et
P
.D
e
lv
o)ve,D
roit
a
d
m
in
istra
tif,
g
ee
d
こ
ー
9
8
4
,p
.6
8
5
;

M
.W
atine,D
r
oita
d

m
inistra
tif,
geed
.L
g
6
3
,n
.S
440
e
t
4
4
2
;
A
.

de
L
aub
adere,J.･
C
.V
ene
z
ia
e
t
Y
.
G
a
u
d
em
e
t
.T
ra
ite
d
e
d
ro
it

a
d
mi
n
istra
t
if,
9
e
e
d
こ

)984,
t.),

n
o
L067
;
C
.
D
e
b
b
a
sch,

C
onte
ntieux
adm
i

n
istra
tif
,3
e
e
d
.,)9
8
)
,n
.
60
4
;
J
r
M
.
A
ub
y
e
t

R
.D
rago
,T
ra
ite
d
e
c
o
n
te
ntieux
admi
n
istra
tif〉
3e
e
d
.,)9
8
4,
t.

(.
no
L6
7
,
t.)),
n
.
1
3
0
5.
ま
た
､
取
消
訴
訟
あ
る
い
は
越
権
訴
訟
に

つ

い
て

の
記

述
部
分

で
､
こ
の
原
則
に
触
れ
る
も
の
に
､
以
下
の
文
献
が
あ

る
｡
E
.
L
a
fe
rrie
re
,
T
r
a
ite
d
e
la
ju
rid
ic
tio
n
a
d
m
in
istra
tiv
e
e
t

d
e
s
re
c
o
u
rs
c
o
n
te
nt
i

eux
,2
e
6
d
.,
18
9
6
,t
.(I.p
.
5
6
8
;
P
.W
e
il,
L
e
s

c
o
n
s
equen
c
e
s
d
e
).a
n
nulation
d
'u
n

acte
a
d
m
in
is
tratif
p
o
u
r

e
x
ces
de
pouv
o
ir
,)
9
52
,
p.
58
;
M
I
K
e
lle
rsh
o
h
n
.D
es
e
ffe
ts
d
e

l'a
n
n
u
la
t
ion
pour
e
x
c
e
s
d
e
p
o
u
v
o
ir
,
LgL5,
p.88.

1
.C
h
ev
al)ie
r,
o
p
.
c
it.一
p

.70
;
T
M
.
Å
u
by
e
t
R
.D
ra
g
o,
op
.

cit
.,
こ
,
n.
)6
6
.

L
a
lo
i
n
o
8?
5
3
9
d
u
L6
]tu
itlet
L980.
こ
の
法
律
は
､
北
原
仁

｢
フ

ラ
ン
ス
の
行
政
訴
訟
に
お
け
る

ア
ン
ジ
ョ
ン
ク
シ
ョ
ン
(in
jo
n
c
tio
n
)
に

つ
い
て
L
『早
稲
田
法
学
会
誌
』
三
六
巻

(
一
九
八
六
年
)

三
三
頁
以
下
､

滝
沢
正
｢
最

近
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
改
革
-

判
決

の
執
行
確
保
を
め
ぐ
っ
て
-

｣
『日
仏
法
学
』

l
二
号

(
l
九
八
四
年
)

六
八
頁
に
よ
っ
て
既
に
紹
介

され
て
い
る
｡

司
法
裁
判
所
に
お
け
る
も
の
で
は
あ
る
が
､
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
の
解
説
と

し
て
次
の
も
の
が
あ
る
｡
山
本
桂

一
｢
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
債
務
の

a
str
einte
(罰
金
強
制
)
に
つ
い
て
｣
『損
害
賠
償
責
任
の
研
究

(我
妻
先

生

還
暦
記
念
)
』
下

(有
斐
閣
･
一
九
六
五
年
)

一
一
七
貢
以
下
､
同
･
｢
フ

ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
債
務
の
a
stre
in
te
に
つ
い
て
｣
『比
較
法
研
究
』
二

七
号

(
一
九
六
六
年
)
七
四
頁
以
下
'
同
･
｢
ア
ス
ト
ラ
ン
ト

(a
stre
in
te
)

罰
金
強
制
の
合
法
性
｣
『
フ
ラ
ン
ス
判
例
百
選
(別
冊
ジ

ュ
リ
ス
ト
)』
二

九
六
九
年
)

一
〇
三
頁
､
萩
大
輔

｢仏
法
に
お
け
る
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
に
つ

い
て
｣
『民
事
訴
訟
雑
誌
』
一
〇
号

二

九
六
三
年
)
二
八
二
貢
､
同
･
｢仏

法
に
お
け
る
ア
ス
ト
ラ
ン
-

に
つ
い
て
｣
『鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
』
四
巻

四
号

(
l
九
六
八
年
)
三
九
貢
以
下
､
五
巻

三
号

(
1
九
六
九
年
)

1
九

貢
以
下
､
六
巻
二
号

(
一
九
七
〇
年
)

一
頁
以
下
｡

な
お
､
司
法
裁
判
所
は
､
暴

力
行
為

(V
o
ie
d
e
fait)
の
場
合
に
､
行

政
に
対
し
て
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
を
伴

っ
た
義
務
づ
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
が
､
本
稿
で
は
と
り
あ
げ
な
い
o
G
.
V
e
d
e
l
e
t
P
.D
e
tv
o
lv
g
.

o
p
.°
it
.,p
.
1
55
,
兼
子
仁
=
磯
部
力
=
小
早
川
光
郎
編
訳
･1
･リ
グ
エ
ロ

『フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
(東
京
大
学
出
版
会

二

九
八
二
年
)
一
九

一
頁
､

遠
藤
博
也

『行
政
行
為
の
無
効
と
取
消
』
(東
京
大
学
出
版
会
･
一
九
六
八

年
)
四
〇
三
頁
､
広
岡
隆

｢行
政
の
暴
力
行
為
と
民
事
訴
訟
｣
『
フ
ラ
ン
ス

判
例
百

選
(別
冊
ジ

ュ
リ
ス
ト
)
』
六
八
頁
､
北
原

･
前
掲
注
(3
)
四

一

頁
､
参
照
｡

G
IV
e
d
e
l
e
t
P
.
D
e
lv
olve,
op
.
c
it.,
p
1
7
3
)
.

J
.T
e
rc
in
e
t
.L
a
)o
i
n.
80･
53
9
d
u
L6
3u
ilte
t
L9
80

:
v
ers
la
fin

de
l'in
e
x
ecutio
n
d
e
s
d
g
c
isio
ns
juridic
tio
n
n
e
u
e
s
p

a
r
l'adm
in
is
･

tra
tio
n
?,
A
L
.
D
.A
.,
)981,
p.7
;
E
.
B
a
ra
d
u
c
･
B
h
a
b
e
n
t〉
L
'
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フランス行政裁判所における全面審判訴訟(1)

a
stre
in
te

en
matiere
ad
mi
nistra
tiv
e
,
D
.,
)9
8),
chron
こ

p.96,･

北
原

･
前

掲
注
(3)
三
五
貢
｡

(7
)

フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
所
に
お
け
る
義
務
づ
け
判
決
に
つ
い
て
は
､
平
田

和

一
｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
裁
判
1

行
政
に
対
す
る
裁
判
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
実
効
性
を
め
ぐ
っ
て
1

｣

『法政
論
集
』
七
六
号

(
T
九
七
八

年
)
九
三
頁
以
下
の
詳
し
い
紹
介
が

既
に
あ
り
､
本
章
に
お
け
る
義
務
づ

け
判
決
に
関
す
る
部
分
は
'
こ
れ
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
､
本
稿

で
は
行
為
代
行
判
決
お
よ
び
行
為
変
更
判
決
と
全
面
審
判
訴
訟
の
位
置
づ

け
の
た
め
に
､
義
務
づ
け
判
決
も
含
め
て
紹
介
す
る
｡
ま
た
､
本
稿
で
は

私
人
に
対
す
る
義
務
づ
け
判
決
は
対
象
に
し
な
い
｡

第

一
節

義
務
づ
け
や
行
為

の
変
更

に
似

た
性
質
を

持

つ
と
さ
れ
る
判
決

フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
所
は
､
義
務
づ
け
判
決
を
下
さ
ず
､
ま
た

T
定

の

場
合
を
除

い
て
'
行
為
代
行
判
決
も
行
為
変
更
判
決
も
下
さ
な
い
の
で
あ

る
が
､
義
務
づ
け
や
行
為

の
変
更
に
似
た
性
質
を
持

つ
と
さ
れ
る
い
-

つ

か
の
種
類
の
判
決
を
下
し
て
い
る
｡
禁
止
原
則
の
確
立
を
見
る
前

に
､
本

節
で
は
､
こ
の
種
の
判
決
を
紹
介
し
て
い
-
こ
と
に
す
る
｡

川
7
部
取
消
し

(a
nnul
a
tio
n
p
a
rtie
)]e
)

T
lこ

ま
ず
､

一
部
取
消
し
は
､
行
為

の変
更

に
点
-
似

て
い
る
と
さ
れ
る
｡

そ
の
た
め
､
行
政
裁
判
所
は
､
問
題
と
な
る
行
政
の
行
為
の
各
部
分

に
不

(9
)

可
分
の
関
係
が
存
在
し
な
い
時

に
し
か

一
部
取
消
し
を
認
め
な

い
｡

そ
の

行
為
の
各
部
分
が
互
い
に
結
び

つ
き
相
互
に
影
響
し
て
い
る
時
に

一
部
取

消
し
を
す
る
こ
と
は
､
そ
の
行
為
の
変
更
に
な

っ
て
し
ま
う
と
考
え
る
か

(10
)

ら
で
あ

る

｡

一
部
取
消
し
を
否
定
し
た
例
と
し
て
､
デ
ブ
ノ
=
ソ
モ
ン
両

嬢
事
件
を
紹
介
す
る
｡

こ
れ
は
､
事
務
所

の
廃
止
に
伴
う
職
員

の
配
置
転
換

の
決
定
に
お
い

て
､
大
臣
が
配
転
だ
け
を
決
め
､
そ
の
配
属
先

の
決
定

を
地
方
局
長

(d
ir
ect
eurr
ggi
on
a
t)
に
委
ね
た
の
に
対
し
て
､
対
象
と
な

っ
た
公

務
員

が
､
こ
の

決
定
の
後
半
部
分
だ
け
の
取
消
し
を
求
め
た
と
い
う
事

件
で
､
こ
れ
に
対
し
て
コ
ン
セ
イ

ユ

･
デ
タ
は
､
次

の
よ
う
に
述

べ
て

請
求
を
却
下
し
た
の
で
あ
る
O

｢
こ
の
大
臣

の
ア
レ
テ

(a
r
re
t6
)
の
第

l
条
と
第
二
条
は

(第

1
条

が
配
転
だ
け
を
決
定
し
た
部
分
で
､
第
二
条
が
配
属
先
の
決
定
を
地
方

局
長

に
委
ね
た
部
分
で
あ
る
｡
‥
-
･筆
者
)
全
体
で
､
第

一
条

に
掲
げ

ら
れ
た
各
職
員
に
関
し
て
､
不
確
定
な
日
付
で
の
配
転
を
定
め
る
こ
と

に
な
る
単

一
の
決
定
を
構
成
し
て
い
る
｡
そ
し
て
､
第
二
条
の
規
定
は
､

こ
の
配
転
が
直
ち
に
効
果
を
持

つ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
定
め
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る
に
と
ど
ま
り
'
配
転
の
様
式
の
規
定
で
し
か
な
-
本
件
の
場
合
､
分

離
し
う
る
決
定
と
は
な
ら
ず
､
こ
の
配
転
決
定
自
体
か
ら
独
立
し
て
訴

え
の
対
象
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
｡
-
-

(し
か
る
に
本
訴
請
求

は
､
‥
-
･筆
者
)
は
っ
き
り
と
こ
の
第
二
条
の
規
定
に
限
定
さ
れ
て
お

り
､
こ
れ
は
実
際
に
'
申
請
人
ら
の
配
転
を
宣
す
る
決
定
の
取
消
し
で

は
な
く
､
こ
の
決
定
の
変
更
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､

(ll
)

本
件
訴
え
は
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
な

い

｡
｣

こ
の
他
の
例
と
し
て
は
､
公
施
設
法
人

(eta
blissem
entpub
lic
)
の

医
師
ら
の
手
当
金
に
つ
い
て
定
め
る
デ
ク

レ
で
'
問
題
と
な
っ
た
条
文
が

他
の
条
文
と
切
り
離
せ
な
い
と
し
て
､
そ
の
デ
ク
レ
全
体
を
取
消
し
た
も

3砺
E
の
､
建
築
許
可
に
つ
け
ら
れ
た
条
件
の
う
ち
三
つ
だ
け
が
争
わ
れ
､
地
方

行
政
裁
判
所
が
そ
れ
を
認
容
し
た
の
に
対
し
て
､
そ
の
三
つ
の
条
件
は
他

の
条
件
と
分
離
で
き
ず
､
そ
れ
だ
け
の
取
消
し
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
て
､

1
部
取
消
し
を
認
め
た
地
方
行
政
裁
判
所
の
判
決
を
'
コ
ン

(13
)

セ
イ
ユ
･
デ
タ
が
取
消
し
た
も
の
､
既
存
商
人
の
利
益
保
護
の
た
め
､
公

道
で
の
営
業
を
制
限
し
た
市
長
の
ア
レ
テ
の
諸
条
項
を
､
行
商
人
が
争

っ

た
の
に
対
し
､
こ
の
規
制
は
分
割
で
き
な
い
と
し
て
､
規
制
の
条
項
全
体

(;
)

を
取
消
し
た
も

の
､

な
ど
が
あ
る
｡

闇

拒
否
処
分

(decision
a
d
m
inistrative
n
Ega
tiv
e
)
の
取

消
し

次
に
､
行
政
裁
判
所
は
､
取
消
訴
訟
に
お
い
て
拒
否
処
分
も
取
消
す
の

で
あ
る
が
､
こ
の
取
消
し
は
､
拒
否
し
た
行
為
の
義
務
づ
け
に
似
た
性
質

(15
)

を
持
つ
と
さ
れ
て
い

る

｡

さ
ら
に
､
こ
の
取
消
し
が
許
可
等
の
行
為
代
行

的
な
効
果
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
､
問
題
に
さ
れ
る
こ

(16
)

と
も
あ

る

｡

し
か
し
､
取
消
し
は
､
取
消
さ
れ
た
行
為
以
前
の
状
態
に
戻

す
と
い
う
効
果
し
か
持
た
ず
､
た
と
え
､
判
決
理
由
の
中
で
許
可
等
が
申

請
人
の
権
利
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
も
､
拒
否
処
分
の
取
消
し
は
許
可
等

(17
)

の
効
果
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
､

行
為
代
行
的

な
性
質
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
｡

仰
選
択
賠
償
判
決

(condam
nation
alternativ
e
)

ま
た
､

コン
セ
イ
ユ
･
デ
タ

は
､
行
政
に
対
す

る間

接
的な
圧
力
的
手

(18
)

段
と
な
る
選
択
賠
償
判
決
を
下
す
｡

こ
れ
は
､
賠
償
を
命
じ
る
時
に
､
そ
の
責
任
を
免
れ
う
る
途
を
指
摘
す

る
判
決
で
あ
り
､
そ
の
例
と
し
て
'
モ
ニ
エ
氏
事
件
判
決
を
紹
介
す
る
｡

こ
れ
は
､
墓
地
の
中
の

一
族
の
墓
に
他
人
の
死
体
を
埋
葬
さ
れ
た
モ

ニ
エ
氏
が
､
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
件
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
'
市
が

モ
ニ
エ
氏
の
同
意
な
し
に
彼
の

一
族
の
墓
に
他
人
の
死
体
を
埋
葬
さ
せ

た
の
は
'
市
の
権
限
に
属
す
る
墓
地
に
つ
い
て
の
重
大
な
役
務
過
失
に

北法38(2･36)234



フランス行政裁判所における全面審判訴訟(1)

よ
る
と
し
た
後
､
コ
ン
セ
イ
エ
･デ
タ
は
､
｢市
が
自
ら
の
費
用
で
問
題

の
死
休
の
発
掘
を
実
行
し
な
い
な
ら
ば
'
-
-
こ
の
過
失
に
よ
っ
て
市

は
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
の
で
あ
り
､
本
件
の
事
情
に
鑑
み
て
､
モ
ニ

エ
氏
に
三
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
支
払
う
よ
う
市
に
命
ず
る
の
が
相
当
で
あ
る

(19
)

｡
｣

と

述
べ
て

､
主
文
で
も
同
様
に
判
決
し
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
他
に
､
公
土
木
工
事

(t
ra
va
ux
pub
li
cs)
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

(20)

工
作
物
の
除
去
と
の
選
択
賠
償

を
命
じ
た
も
の

が

あり
､
ま
た
､
賠
償
請

求
を
否
定
し
た
事
件
で
は
あ
る
が
､
選
択
賠
償
判
決
の
可
能
性
を
確
認
し

(21
)

た
も

の

も

あ
る
｡

こ
の
判
決
方
法
は
'
公
土
木
工
事
の
場
合
に
よ
-
使
わ
れ
た
が
､
今
日

(22
)

で
は
こ
の
方
法
が
使
わ
れ
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る

｡

(23
)

㈱

移
送

(r
env
o
ie
)

さ
ら
に
'
コ
ン
セ
イ
ユ

･デ
タ

は
､
取
消
判
決
に
基
づ
い
て
と
る
べ
き

(24
)

措
置
を
行
政
に
実
施
さ
せ
る
た
め
の
圧
力
的
方
法
と
し
て
､
移
送
の
手
法

を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
｡
そ
の
例
と
し
て
､
ド
ウ
ニ
氏
事
件
を
紹
介
す
る
｡

こ
れ
は
､
交
替
に
よ
る
週
休
を
与
え
る
こ
と
の
許
可
を
拒
否
し
た
県

知
事
の
ア
レ
テ
が
争
わ
れ
た
事
件
で
､
コ
ン
セ
イ
エ
･
デ
タ
の
判
決
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
O

｢審
理
調
査

(in
struction
)
に
よ
る
と
'
-
-
駅
の
近
-
に
あ
る

ド
ウ
ニ
氏
の
理
容
院
の
顧
客
は
ほ
と
ん
ど
全
て
旅
行
者
で
占
め
ら
れ
て

お
り
'
こ
の
場
合
､
全
職
員
の
休
日
を

一
緒
に
す
る
と
へ
公
衆
に
と
っ

て
も
､
ド
ウ
ニ
氏
の
理
容
院
の
正
常
な
営
業
に
と
っ
て
も
好
ま
し
-
な

い
こ
と
に
な
る
｡
し
た
が
っ
て
､
交
替
に
よ
る
週
休
を
職
員
に
与
え
る

こ
と
の
許
可
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
､
知
事
は
､
-
-
法
律
の
規

定
の
適
用
を
誤

っ
た
の
で
あ
り
､
彼
の
権
利
で
あ
る
許
可
の
交
付
の
た

め
に
､
ド
ウ
ニ
氏
を
-
-
知
事
の
前
に
移
送
す
べ
き
で
あ
る
｡

第

7
条

-

知
事
の
ア
レ
テ
は
取
消
さ
れ
る
.

第
二
条

-

ド
ウ
ニ
氏
は
､
彼
の
権
利
で
あ
る
許
可
の
交
付
の
た
め

(25
)

に
､
-
-
知
事
の
前
に
移
送
さ
れ
る

｡
｣

(26
)

こ
の
他
に
'
上
級
行
政
機
関
の
前
に
移
送
し
た
判

決

､

判
決
理
由
の
中

(27
)

で
行
政
が
と
る
べ
き
措
置
を
詳
し
く
述
べ
て
移
送
し
た
判

決

'

措
置
を
と

(28
)

る
べ
き
期
間
を
つ
け
て
移
送
し
た
判

決

も

あ
る
｡
ま
た
､
留
保
司
法
(j亡S･
(29)

t
ice
reten
u
e
)
の
時
期
に
も
移
送
の
手
法
は
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る

O

紹
介
し
た
判
決
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
確
か
に
形
の
上
で
は
明
示
的

に
行
政
に
対
し
て
義
務
づ
け
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
､
実
質
的
に

は
義
務
づ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
の
移
送
も
､
行
政
に
対
し
て
い

(30
)

か
な
る
法
的
義
務
を
も
構
成
す
る
も
の
で
は
な

-

､

行
政

の
道
徳
性

へ31
)

(m
or
a

tite
)
に
対
す
る
説
得
力
あ
る

(eloquen
t)
呼
び
か

け

に

す
ぎ
な

い
と
さ

れ

て
い
る
｡
な
お
'
こ
の
移
送

の
手
法
は
越
権
訴
訟
に
関
し
て
放
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(32
)

卜

棄
さ
れ
た
と
言
う

者

も

あ
り
､
オ

ー
ビ
ー
と
ド
ラ
ゴ
は
､

コ
ン
セ
イ

ユ
･

ノ

デ
タ
は
こ
の
手
法
に
つ
い
て
今
世

紀
初
頭
よ
り
も
臆
病
に
な

っ
て
き
た
と

究

(g;)

研

し
て
い

る

｡

こ
の
他
､
本
案
終
局
判
決
以
前
の
も
の
と
し
て
､
仮
処
分
や
執
行
停
止
､

そ
し
て
文
書
提
出
命
令
等
も
義
務
づ
け
に
似
た
性
質
を
持

つ
と
さ
れ
て
い

(34
)
る
｡以

上
の
よ
う
に
､
行
為
の
変
更
や
義
務
づ
け
と
類
似
の
性
質
を
持

つ
と

さ
れ
る
こ
と
は
い
く
つ
か
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
､

一
部
取
消
し
､
移

送
､
選
択
賠
償
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
'

コ
ン
セ
イ

ユ
･
デ
タ
は
憤
重

な
態
度
で
行
為
の
変
更
や
義
務
づ
け
に
な
る
の
を
避
け
て
お
り
､
次
節
で

示
さ
れ
る
禁
止
原
則
は
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

(8
)

M
.H
a
u
rio
u
,
P
rec
is
d
e
d
ro
it
a
d
m
inistra
tif
et
d
e
d
ro
it

pub
lic
,)2e
gd
J
93
3,p
.455
;
H
.
L
en
o
an
,L
a
p
rocedure
d
ev
a
n
t

le
C
on
seit
d
'E
ta
tL
g54,p
126
5･268
;
B
I
K
orn
p
robst,
L
a
n
o
tio
n

d
e
p
artie
et
le
rec
o
u
rs
pour
e
x
ces
d
e
p
o
u
v
o
ir
.
1959,
p
.)0
2
et

L03
;
M
IK
el
l

ersh
o
h
n
,
o
p
.
c
it"
p
.
)43
1

(9
)

J.･M
IA
u
b
y
et
R
.D
rag
o
,
o
p
.
cit.,t.)).
n
.
)3121

(10
)

M
.P
.C
o
rb
et,
L
'a
n
n
u
ta
tio
n
p
a
rt
ielle
d
e
s
a
ctes
a
d
m
in
is･

tra
tifs.
A
L
.D
IA
"
19
72
,
p
.)46
.

(ll
)

c
IE
..2
a
v
ril
1954.D
em
oiseu
es
T
heven
ot
et
S
a
u
m
o
n
t,R
ec
.

p
.2
1
).

(1
)

C
IE
.
,

28
ja
n
vi
er
L959
.F
e
d
e
ra
tio
n
n
a
tio
n
a
le
d
es
o
rg
a
n
ism
es

d
e
se
c
u
rite
so
c
ia
le
et
sie
u
r
B
a
zin
,
R
ec
.
p
.8
2.

(S
)

C
.E
.,
)2
o
c
to
b
re
t9
62
,
M
ini
stre
d
e
la
c
o

nstru
ctio
n
c
J

C
o
m
p
ag
n
ie
im
m
ob
iliere
d
e
la
rかg
io
n
p
a
r
isienn
e〉
R
ec
.
p
153
6
.

(S
)

C
.E
..
17
n
ovem
bre
L8
99
,
S
ieu
rs
C
estier
et
C
u
m
ingh
C

.
R
ec
.

p
1

645.

(15
)

M

IA

I
G
lale,L
e
recours
con
tre
u
n
e
d
ecision
a
d
mi
nistra
tiv
e

n
eg
a
tiv
e
〉
A
L
.D
.A
.,
)970,
p
.20
;
P
.W
eil,
op.
°it.,p.)59
;
M
.

K
el)e
rsh
oh
n
,
o
p
.
°it..
p
.16
8
et
s.
(た
だ
し
､
後
二
者
と
も
､
取
消

判
決

一
般
も
義
務
づ
け
に
似
て
い
る
と
解
し
て
い
る
｡
取
消
判
決
と
行
政

の
原
状
回
復
義
務
に
つ
い
て
､
小
早
川
光
郎

｢取
消
判
決
の
拘
束
力
-

越
権
訴
訟
に
お
け
る
取
消
の
観
念
に
関
す
る

一
考
察
-

｣
『法
学
協
会

雑
誌
』
九
三
巻
四
号

(
一
九
七
六
年
)
〔同

･
『行
政

訴
訟
の
構
造
分
析
』

(東
京
大
学
出
版
会

･
1
九
八
三
年
)
所
収
〕
九
三
頁
以
下
参
照
O
)

(
16

)

M
.H
a
u
rio
u
,
n
o
te
so
u
s
C
.E
.,5
fev
rie
r
L909
,S
o
c
iete
S
a
in
t･

V

in
c
en
t
d
e
P
aul
d
e
S
ain
t･S
ev
er
,et
a
utre,S
.,
19tZ,rZZ,
p
.)8･

)9
.

(17
)

p
.w
e
il,
op
.
cit.,
p
.)5†
)581

(1
)

M
.W
al
ine
.
op
.°
it.,
n
o
443
;
P
.W
e
it,
o
p
.
cit..
p
.58
;
遠
藤

･
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前
掲
書
注

(4
)､
三
二
五
貢
｡

(
19

)

C
.E
..
9
fevrier
19
4
0
.S
ieur
M
on
ie
r,
R
e
c.p
.54.

(

2
0

)

c
IE
.,10
m
ars
1905,
S
ieur
B
er
ry
e
t
C
h
e
vallard
c.C
om
m
une

d
e
P
oilly･su
r･T
holon
(Y
o
n
n
e
)↓
R
e
c
.
p
.2
5
4
二
O
fevrier
t937.

(30)

C
o
m
m
u
n
e
d
e
B
agneres
d
e
B
ig
o
rre
,
R
e
c
.
p.)∝3.

(21
)

c
IE
.,
7

fev
rier

t9
3
0
.
S
ieu
r
B
on
to
u
x

e
t

A
ssoc
ia
tio
n

(31
)

sy
n
d
in
a
-e
d
u
can
a-
de
S
aint･づ
ro
p
e
z
,
R
ec.p
L
∽U.

(S
S)

).
･
M
IA
u
b
y
et
R
ID
r
ago
,
o
p
.
°
it.,t.Ⅰr
n
o
1
380

(23
)

移
送
に
つ
い
て
は
､
平
田

･
前
掲
注
(7
)第
二
章
お
よ
び
第
三
章
参
照
o

フランス行政裁判所における全面審判訴訟(1)

29 28 27 26 2524

ま
た
'
こ
の
手
法
は

｢指
示

(d
irec
tiv
e
)｣
や

｢助
言

(c
o
n
se
it)｣
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
｡
こ
の
点

に
つ
き
､
小
早
川

･
前

掲
注
(15
)
二
頁
､

滝
沢

･
前
掲
注
(-
)
五
八
貢
､
北
原

･
前
掲
注
(3
)
三
五
､
三
九
頁
参
照
｡

M
.W
a
lin
e
.
op
.c
it=
n
.
44
3
;
P
IW
e
il1
0
p
.°
it
.,p
1
58
.

C
.E
.〉3
0
n
o
v
e
m
b
re
L9
0
6
,D
e
n
is
.S
.,1
907
.
I一l,p
.
)9
.
(事
案
､

判
決
内
容
が
同

じ
別
の
判
決
も
7
緒
に
下
さ
れ
て
い
る
｡)

C
.E
.〉
26
ju
in
L
90
8
,D
a
ra
u
x
,S
.,)9
0
9
,1Il,p
.)
2
9
.
(拒
否
処
分
を

取
消
さ
ず
に
移
送
し
た
も
の
｡)

C
.E
.,2
6
d
ec
e
m
b
re
L9
2
5
.S
ieur
R
od
iE
re
}
R
e
c
.
p
.
1065.北
原

･

前
掲
注

(3
)
三
九
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡

C
.E
.,12
m
a
i
L9
5
0
,
S
ie
u
r
L
h
o
m
m
e
↓R
ec▲p
.28
4
1本
判
決
お
よ
び

前

二
判
決
は
､
平
田

･
前
掲

注
(7
)第
三
章
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
｡

C
IE
L

5
ju
in
L8
)
2
,P
re
stret
c
.M
o
ra
in
vi
tte
,
R
e
c
.T
o
m
e
t
(a
n

V
IIl
抑
)839)
p.347
;
4
fevrier
t8
3
6.D
e
S
a
in
t･D
id
ier
c.
veuv
e

M
o
n
s
,
R
ec
I
T
o
m
e
s
(a
n
V
Zll
抄
18
3
9
)
p.
2

6
7
;
)4
ju
in
t85
2
,

D
u
c
h
esn
e
.
R
e
c
.
p
.2
2
7
;
C
.E
.,
)4
a
v
ril
18
6
4

,
L
a
v
i)le
,
R
e
c
p
.

3
3
9
,
co
n
cI.
F
a
re
.な
ど
｡

M
I
K
e
))e
rs
ho
h
n
,o
p
.°
it..p.124
･427
.平
田

･
前
掲
注

(7
二
四

1

頁
｡M
.H
a
u
rio
u.note
s
ous
C
.E
こ
26
].uin
1908.D
ara
u
x
↓
p
r
ecite
.

S
.,19
0
9
.
Ill.
p
.
)SO
T

A
.M
estre
一L
e
Co
n
se
it
d
'i
ta
t
p
ro
t
ecteurd
e
s
p
r
Ero
g
a
tv
es
d
e

4'a
d
mi
n
istl･ation
,)9
74
,p
.
63
.

5.
-M
.A
u
b
y
et
R
.D
ra
g
o.
op
.

cit"
t.It,
n.
)306.

5
.C
h
ev
a
ttie
r,
o
p.cit.,p
.8
1
;

Y
.
G
au
d
e
m
e
t.R
eflex
i
on
s
su
r
I.

tn
jonction
d
a
m
s
le
co
nte
n
tie
u
x
a
d
m
in
istra
tif,
L
e
po
u
v
o
ir:

M
6
1a
n
g
es
o
fferts
肋
G
e
o
rg
e
s
B
u
r
d
e
a
u
,)9
7
7
,
p
.8
14
et
s.な
お

､

ゴ
ド
メ
は
､
移
送
も
含

め
､
こ
れ
ら
は
義
務
づ
け
だ

と
す
る
｡

第
二
節

禁
止
原
則

の
確
立

732

前
節
で
は
義
務
づ
け
や
変
更
に
似
た
性
質
を
持

つ
と
さ
れ
る
判
決
を
見

謝

た
が
､
本
節
で
は
､
義
務
づ
け
判
決
､
行
為
代
行
判
決
お
よ
び
行
為
変
更

紗

判
決
の
禁
止
原
則
が
確
立
し
て
い
-
過
程
を
見
る
こ
と
に
す
る
C



卜｢ノ栄研

川

留
保
司
法

(justice
reten
u
e
)
の
時
代

(
一
八
七
二
年
以

前

)

一
八
七
二
年

に
委
任
司
法
が
実
現
す
る
ま
で
は
､
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ

(35
)

は
､
国
家
元
首

(C
h
e
f
d
e
l
'i
t

at)
の
権
威
の
下
に
あ
っ

て

活

動
行
政

(a
d

m
inistration
a

ctive)
と

緊
密
に
結
び
つ
い
て
お
り
､
義
務
づ
け

判

決

､
行
為
代
行
判

決

お
よ
び
行
為
変
更
判
決
を
下
す
の
を
た
め
ら
わ
な

(36
)

か
っ

た

｡

ま
ず
､
行
為
代
行
判
決
の
例
と
し
て
､
ク
レ
マ
ン
夫
人
事
件
を
紹
介
す

る
｡
こ
れ
は
､
夫
人
が
､
彼
女
の
所
有
す
る
建
物
の
側
面
壁
の
改
修
工
事

を
す
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
た
の
に
対
し
､
こ
の
改
修
に
よ
っ
て
正
面

壁
が
補
強
さ
れ
､
そ
れ
が
後
に
行
わ
れ
る
道
路
整
備
の
時
に
障
害
と
な

る
と
い
う
理
由
で
､
知
事
が
こ
の
許
可
を
拒
否
し
､
大
臣
も
黙
示
の
拒

否
決
定
を
し
た
た
め
'
夫
人
が
知
事
の
ア
レ
テ
の
取
消
し
と
､
改
修
工

事
の
許
可
を
求
め
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
コ
ン
セ
イ

ユ
･
デ
タ
は
次
の
よ
う
に
判
決
し
た
D

｢審
理
調
査
に
よ
る
と
､
申
請
人
の
家
の
正
面
壁
は
良
好
な
状
態
に

あ
り
､
申
請
人
が
許
可
を
求
め
て
い
た
破
損
し
た
側
面
壁
の
改
修
工
事

は
､
前
記
正
面
壁
を
補
強
す
る
こ
と
な
-
実
行
し
え
､
し
た
が
っ
て
､

求
め
ら
れ
て
い
る
許
可
は
､
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

第

1
条

-

一
八
六
七
年
二
月
二
七
日
の
セ
ー
ヌ
県
知
事
の
ア
レ

テ
は
取
消
さ
れ
る
｡

第
二
条
-

ク
レ
マ
ン
夫
人
は
'
正
面
壁
が
強
化
さ
れ
な
い
と
い
う

条
件
で
､
彼
女
の
家
の
破
損
し
た
側
面
壁
に
改
修
工
事
を
す
る
こ
と
を

(37
)

許
可
さ
れ
る
｡｣

こ
の
他
の
例
と

し
て
は
､
任
意
加
入
の
消
防
団
の
名
簿
に
載
っ
て
い
る

者
の
抹
消
請
求
拒
否
決
定
を
取
消
し
た
後
､
こ
の
者
の
名
簿
か
ら
の
抹
消

(38
)

を
宣
し
た
も

の

､

任
意
加
入
の
国
防
砲
兵
団
の
名
簿
に
載
っ
て
い
る
者
の

抹
消
請
求
拒
否
決
定
を
取
消
し
た
後
､
こ
の
者
の
名
簿
か
ら
の
抹
消
を
宣

(39
)

し
た
も
の
､
な
ど
が
あ
る
Q

ま
た
､

一
部
取
消
し
の
内
容
で
､
変
更
と
表
現
し
､
そ
の
部
分
が
他
の

部
分
と
不
可
分
な
も
の
か
ど
う
か
に
触
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
､
公
共

団
体
の
土
地
取
得
に
つ
い
て
の
市
会
の
議
決
で
､
取
得
の
様
式
に
つ
い
て

(40
)

の
部
分
を
取
消
し
た
も
の
と
､
知
事
が
職
権
で
市
の
予
算
に
組
み
入
れ
た

(41
)

金
額
を
減
額
し
た
も

の

が

あ
る
｡

次
に
義
務
づ
け
判
決
の
例
と
し
て
､
パ
ン
サ
氏
事
件
を
紹
介
す
る
｡

こ
れ
は
､
近
-
の
射
撃
訓
練
場
が
原
因
で
生
ず
る
損
害
の
賠
償
を
命

ず
る
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
の
判
決
が
下
さ
れ
た
後
､
そ
の
支
払
い
の
た

北法38(2･40)238



フランス行政裁判所における全面審判訴訟(1)

め
の
為
替

(ヨ
a
n
d
a
t)
に
､
行
政
庁
が
､
判
決
理
由
の
抜
粋
を
つ
け
た

た
め
､
こ
れ
は
､
訓
練
方
法
の
変
化
等
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
新
し
い
損

害
の
賠
償
請
求
権
の
侵
害
に
な
る
と
し
て
'
パ
ン
サ
氏
が
拒
否
し
た
と

こ
ろ
､
軍
事
大
臣

(m
inist
re
d
e
la
guerre)
が
､
そ
の
為
替
と
引

き
換
え
に
し
か
支

払
わ
な
い
と
の
決
定
を
し
た
た
め
､
パ
ン
サ
氏
が
､

大
臣
の
決
定
の
取
消
し
と
新
し
い
為
替
の
交
付
を
命
ず
る
こ
と
を
求
め

た
と
い
う
事
件
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
す
る
コ
ン
セ
イ
エ
･
デ
タ
の
判
決

は
'
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

｢我
々
が
訴
訟
に
お
い
て
下
し
た
判
決
の
意
味
と
そ
の
効
力
範
囲

(portae
)
を
決
定
す
る
権
限
は
､
軍
事
大
臣
ら
に
は
な
-
､
彼
ら
は
そ

れ
を
執
行
す
る
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
､
パ
ン
サ
氏
は
､
彼
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
賠
償
金
の
支
払
い
の
た

め
に
軍
事
大
臣
の
名
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
為
替
を
拒
否
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
り
､
軍
事
大
臣
は
､
当
該
決
定
に
よ
っ
て
そ
の
支
払
い

を
､
前
記
の
よ
う
な
理
由
を
つ
け
た
為
替
の
受
領
と
引
き
換
え
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
=
-
･

第

1
条

-

1
八
六
二
年
九
月

l
二
日
の
前
記
軍
事
大
臣
の
決
定

は
取
消
さ
れ
る
｡

第
二
条
-

賠
償
金
の
支
払
い
の
た
め
の
､何
ら
理
由
づ
け
も
条
件(42)

づ
け
も
さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
為
替
が
､
パ
ン
サ
氏
に
交
付
さ
れ
る
｡
｣

こ
の
他
に
､
主
文
で
建
築
限
界
線

(a
lig
nem
ent)
の
確
定
を
命
じ

(43
)

て
'
原
告
を
知
事
の
前
に
移
送
し
た
判
決

も
あ
る
｡

偽

委
任
司
法
(ju
stice
d616guee
)
の
時
代

二

八
七
二
年
以

後
)

肘
で
見
た
よ
う
に
､
留
保
司
法
の
時
代
に
は
行
為
代
行
判
決
や
義
務
づ

け
判
決
を
下
し
て
い
た
コ
ン
セ
イ
エ
･
デ
タ
も
､
委
任
司
法
の
確
立
後
､

(44
)

一
九
〇
〇
年
ま
で
に
､
そ
れ
ら
の
判
決
を
否
定
す
る
よ
う
に
な

り

､

そ
の

(45
)

方
法

を
放
棄
し

た

｡

ま
ず
､
行
為
代
行
を
拒
否
し
た
例
と
し
て
､
シ
ャ
ポ
ー
=
ミ
ル
両
氏
事

件
が
あ
る
｡

こ
れ
は
､
市
長
に
よ
っ
て
北
面
の
壁
に
窓
や
入
口
を
作
る
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
た
建
物
所
有
者
が
､
こ
の
市
長
の
ア
レ
テ
の
取
消
し
を
求
め
る

と
と
も
に
､
建
物
の
北
面
壁
に
窓
と
入
口
を
作
る
こ
と
の
許
可
を
求
め

た
事
件
で
あ
り
､
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
は
､
市
長
の
ア
レ
テ
を
取
消
し

た
後
､
許
可
請
求
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
､
こ
れ
を
拒
否
し

た
の
で
あ
る
｡

｢
1
七
九

〇
年

l
〇
月
七
-

一
四
日
の
法
律
と

T
八
七
二
年
五
月
二

四
日
の
法
律

(越
権

訴
訟
と
委
任
司
法
を
定
め
る
法
律
･-
‥
筆
者
)
に

基
づ
い
て
捷
起
さ
れ
た
訴
え
を
裁
定
す
る
際
､
こ
の
よ
う
な
請
求

(許
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研究ノート

可
請
求
-
-
筆
者
)
に
応
ず
る
権
限
を
､
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
は
有
し

(46
)

て
い
な
い

｡
｣

こ
の
他
に
､
行
為
代
行
請
求
を
拒
否
し
た
判
決
と
し
て
､
取
水
量
の
割

り
当
て
決
定
を
取
消
し
た
後
､
優
先
取
水
権
の
宣
言
を
求
め
る
請
求
を
拒

(47
)

否
し
た
も

の

､

漢
漢

(
curage
)
費
用
回
収
の
た
め
に
市
が
作
る
徴
収
名

簿

(r6
1e
)
に
執
行
力

を
与
え
る
こ
と
を
知
事
に
禁
じ
た
大
臣
の
決
定
を
取

(48
)

消
し
た
後
､
執
行
力
を
与
え
よ
と
い
う
請
求
を
拒
否
し
た
も

の

､

知
事
の

な
し
た
洪
水
対
策
工
事
の
許
可
を
取
消
し
た
後
､
工
作
物
の
撤
去
請
求
を

(49
)

拒
否
し
た
も

の

､

な
ど
が
あ
る
｡

次
に
､
義
務
づ
け
を
拒
否
し
た
例
と
し
て
､
ブ
リ
シ
ィ
氏
事
件
を
紹
介

す
る
Dこ
れ
は
､
軍
法
会
議
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
､
そ
の
後
特
赦

(am
n
istie
)

を
受
け
た
ブ
リ
シ
ィ
氏
が
､
レ
ジ
オ
ン
･
ド
ヌ
ー
ル
勲
賞

の
回
復
を
求

め
た
と
こ
ろ
､
大
統
領
が
､
そ
れ
を
拒
否
す
る
決
定
を
下
し
た
た
め
'

そ
の
決
定
の
取
消
し
と
､
レ
ジ
オ
ン
･
ド
ヌ
ー
ル
勲
賞
の
回
復
を
求
め

た
と
い
う
事
件
で
あ
り
'
コ
ン
セ
イ
エ
･
デ
タ
は
'
特
赦
に
よ
っ
て
ブ

リ
シ
ィ
氏
が
完
全
に
市
民
権
と
政
治
的
権
利
を
回
復
し
た
の
で
あ
り
､

レ
ジ
オ
ン
･
ド
ヌ
ー
ル
勲
賞
受
賞
者
の
資
格
に
付
与
さ
れ
る
諸
権
利
も

回
復
し
た
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
､
大
統
領
の
決
定
を
取
消
し
た
後
､

受
賞
者
名
簿

(
cont
r8
1es)
へ
の
復
帰
を
命
ぜ
よ
と
い
う
請
求
を
､
次

の
よ
う
に
述
べ
て
拒
否
し
た
の
で
あ
る
｡

｢越
権
訴
訟
を
裁
定
す
る
際
､
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
に
は
､
そ
の
判

決
の
執
行
と
し
て
と
る
べ
き
措
置
を
命
ず
る
権
限
は
な
-
､
か
-
し
て
､

二..wE

現
状
で
は
こ
の
請
求
に
つ
い
て
裁
定
す
る
理
由
は
な
い
｡
｣

こ
の
他
に
義
務
づ
け
請
求
を
拒
否
し
た
判
決
と
し
て
､
免
職
処
分
取
消

(51
)

し
後
､
復
職
の
義
務
づ
け
請
求
を
拒
否
し
た
も

の

､

入
札
に
よ
る
土
地
の

譲
渡
の
失
効
を
宣
し
た
ア
レ
テ
を
取
消
し
た
後
､
取
消
し
の
結
果
と
し
て

所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
の
請
求
を
拒
否
し
た

(52
)

も

の

､

墓
地
の
払
い
下
げ
の
ア
レ
テ
を
取
消
し
た
後
､
こ
の
ア
レ
テ
に
従

っ
て
作
ら
れ
た
工
作
物
の
除
去
を
命
ず
る
よ
う
求
め
た
請
求
を
拒
否
し
た

(53
)

も

の

'

公
施
設
法
人
の
予
算

(bud
g
e
t)
に

〓
疋
金
額
を
組
み
入
れ
た
県

知
事
の
ア
レ
テ
を
取
消
し
た
後

､
退
職
金
庫

(c
a
isse
d
e
s
retra
ites)

に
払
い
込
ま
れ
た
金
額
の
償
還
を
命
ず
る
よ
う
求
め
た
請

求
を
拒
否
し
た

(54
)

も

の

､

汽
船
就
航
業
務
の
入
札
取
消
し
後
､
業
務
契
約
更
新
を
命
ぜ
よ
と

(55
)

の
請
求
を
拒
否
し
た
も

の

､

な
ど
が
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
委
任
司
法
が
実
現
し
て
か
ら
は
､
コ
ン
セ
イ
エ
･
デ
タ

は
'
義
務
づ
け
､
行
為
変
更
､
行
為
代
行
の
各
判
決
を
下
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
､
二
〇
世
紀
の
初
め
に
､
三

つ
の
義
務
づ
け
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
ら

は
､
ア
ス
ト
ラ
ン
-
を

組
み
合
わ
せ
て
､
水
源
を
使
わ
せ
る
よ
う
市
に
命
じ
た

一
九
〇
八
年
の
判
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フランス行政裁判所における全面審判訴訟(1)

(56
)

決

､

相
互
共
済
会
社
の
定
款
の
認
可
を
大
臣
に
命
じ
た

7
九

二

年
の
判

(57
)

決

､

そ
し
て
､
建
築
許
可
を
拒
否
し
た
知
事
に
対
し
て
'
許
可
に
必
要
な
(58
)

景
観
保
護
の
た
め
の
条
件
を
示
す
よ
う
に
命
じ
た

一
九

l
四
年
の
判

決

で

あ
る
｡第
二
の
事
件
を
紹
介
す
る
と
､
こ
れ
は
相
互
共
済
会
社
が
そ
の
定
款

の
加
入
者
の
分
担
金
と
支
払
い
額
に
つ
い
て
定
め
る
部
分
を
変
更
し
た

の
に
対
し
て
､
労
働
大
臣
が
法
律
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
認
可

を
拒
否
し
た
事
件
で
あ
り
､
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
は
､
そ
の
変
更
さ
れ

た
定
款
の
条
項
が
法
律
に
違
反
し
て
い
な
い
と
し
て
､
次
の
よ
う
に
判

決
し
た
の
で
あ
る
｡

｢以
上
の
こ
と
か
ら
､
申
請
会
社
は
'
本
件
決
定
(認
可
の
拒
否
-
-

筆
者
)
を
下
す
際
大
臣
が
越
権
を
犯
し
た
と
､
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
-
=
-

第

一
条
-

本
件
決
定
は
取
消
さ
れ
る
｡

第
二
条
1

(本
件
の
定
款
に
加
え
ら
れ
た
-
-
筆
者
)
変
更
は
､

何
ら
法
律
に
反

し

て

お
ら
ず
､
適
法

(d
e
d
ro
it)
で
あ
る
と
し
て
認
可

(59
)

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
､
と
い
う
こ
と
が
宣
せ
ら
れ
る

｡
｣

メ
ス
ト
ウ
ル
は
こ
の
三
判
決
を
引
用
し
な
が
ら
､
委
任
司
法
が
与
え
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
行
政
上
の
職
務

(fo
n
ction)
と
裁
判
上
の

職
務
の
分
離
に
よ
っ
て
も
､
行
政
に
対
し
て
命
令
を
出
す
こ
と
は
妨
げ
ら

れ
ず
､
行
政
に
対
し
て
命
令
を
出
す
の
を
た
め
ら
わ
な
い
と
い
う
コ
ン
セ

イ
エ
･
デ
タ
の
態
度
は
委
任
司
法
に
な
っ
て
も
す
ぐ
に
は
変
ら
ず
､
二
〇

(60
)

世
紀
の
初
め
ま
で
続
い
た
､
と
し
て
い

る

｡

確
か
に
こ
の
時
期
に
は
､
他
に
､
行
政
庁
に
代
わ
っ
て
許
可
を
与
え
た

(61
)

の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
ラ

･
ヴ
オ
ル
タ
判

決

や

'
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ

(62
)

の
新
し
い
態
度
の
始
ま
り
と
も
い
わ
れ
た
パ
リ
東
鉄
道
会
社
判
決
が
あ
る
C

し
か
し
､
ラ

･
ヴ
オ
ル
タ
判
決
は
､
後
に
と
り
あ
げ
る
危
険

･
不
快

･
非

衛
生
な
施
設
に
関
す
る
訴
訟
と
し
て
全
面
審
判
訴
訟
に
つ
ら
な
る
も
の
で

あ
り
､
ま
た
両
判
決
と
も
許
可
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡

ラ

･
ヴ
オ
ル
タ
事
件
は
､
許
可
を
受
け
て
操
業
し
て
い
た
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
塩
素
の
製
造
工
場
に
対
し
て
新
し
い
規
制
を
な
し
た
知
事
の
ア
レ

テ
が
争
わ
れ
た
も
の
で
､
そ
の
ア
レ
テ
の
取
消
し
と
と
も
に
以
前
の
ま

ま
の
操
業
を
続
け
う
る
と
言
う
よ
う
に
請
求
さ
れ
た
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ

タ
は
､
こ
の
知
事
の
ア
レ
テ
を
取
消
し
た
後
､
｢
ラ

･
ヴ
ォ
ル
タ
社
は
､

-
-

(以
前
の
操
業
を
許
可
し
た
-
-
筆
者
)
ア
レ
テ
に
よ
っ
て
課
さ

(63
)

れ
た
諸
条
件
に
従

っ
て
経
営
を
続
け
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
る

｡
｣

と
判

決
し
た
の
で
あ
る
｡

こ
れ
は
許
可
し
た
の
で
は
な
-
､
新
し
い
規
制
を
な
し
た
ア
レ
テ
の
取

(64
)

消
し
の
効
果
を
確
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

る

｡

た
だ
､
そ
れ
を

は
っ
き
り
と
主
文
で
確
認
し
て
い
る
点
で
態
度
の
変
化
を
窺
う
こ
と
は
で
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.25義
務
づ
け
判

決
お
よ
び
行
為
代

行
判
決
を
否
定
し
た
判
決
も
含
め
て
'
他

の
判
決
例
に

つ
い
て
は
､
1.C
h
ev
a
)lier,
o
p
.
cit1.
A
L
.D
.A
こ
)972.
p
170･73
お

よ
び
l
一･M
.
A
ub
y
et
R
.D
ra
g
o
,
o
p
.
°
it.こ
.I,
n
ot67
参
照
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(71
)

1.C
h
ev
a
)lier,
o
p
.
cit.,
A
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.D
.A
"
1972,
p
.8).

(
72
)

J.R
iv
ero
.
op
.
°it..
n
｡
229
;
A
.M
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O
P
.
Cit.V
p
.64;
Y
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u
d
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o
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p
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;
R
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h
a
p
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D
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d
u
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ad
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n
istratif,
)982,
p
L393.

第
三
節

禁
止
原
則
の
根
拠

-

学
説

の
概
観

-

第

一
節
お
よ
び
第
二
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
､
コ
ン
セ
イ
ユ
ニ
ア

タ
は
､
良
-
似
た
性
質
を
持
つ
判
決
方
法
を
用
い
な
が
ら
も
､
義
務
づ
け
､

行
為
代
行
お
よ
び
行
為
変
更
の
各
判
決
は
下
さ
な
い
の
で
あ
る
が
､
こ
の

原
則
の
根
拠
は
判
決
文
か
ら
は
見
出
せ
ず
､
ま
た
'
こ
れ
ら
を
禁
止
す
る

(73
)

法
律
の
条
文
も
な

い

｡

(74
)

そ
こ
で
本
節
で
は
､
こ
の
原
則
の
根
拠
に
関
す
る
学
説
を
概
観
す

る

｡

ま
ず
'
行
為
代
行
判
決
お
よ
び
行
為
変
更
判
決
の
禁
止
に
つ
い
て
は
､

実
際
上
の
理
由
と
し
て
､
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
の
行
政
に
対
す
る
抑
制
政

(75
)

策

や

､
こ
の
判
決
方
法
を
利
用
す
る
と
取
消
判
決
の
意
味
が
な
-
な
り
､

行
政
が
取
消
判
決
の
執
行
を
し
な
-
な
る
と
い
う
よ
う
な
'
好
ま
し
-
な

(76
)

い
結
果
の
発

生

と

い
う
こ
と
を
あ
げ
る
者
も
い
る
｡

し
か
し
'
行
為
代
行
や
行
為
変
更
は
上
級
機
関

(su
p
e
rie
u
r
h
iera
r･

c血
iq
u
e
)
の
権
限
で
あ
り
､
委
任
司
法
に
よ
っ
て
国
家
元
首
の
権
威
か
ら

離
れ
た
コ
ン
セ
イ
ユ
･
デ
タ
は
､
も
は
や
こ
の
権
限
を
行
使
し
え
ず
､
し

た
が
っ
て
行
為
代
行
判
決
と
行
為
変
更
判
決
は
､
活
動
行
政
と
行
政
裁
判

所
と
の
分
離
や
職
務
の
分
離
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
､
理
論
上
の

(77
)

根
拠
が

1
般
に
認
め
ら
れ
て
い

る

｡

多
-
の
学
者
は
当
然
の
こ
と
と
し
て

禁
止
の
根
拠
を
説
明
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
へ
と
も
い
わ
れ
る
の

(78
)

で
あ
る
.

こ
れ
に
対
し
て
義
務
づ
け
判
決
の
禁
止
に
つ
い
て
み
る
と
､
こ
こ
で
も

行
政
裁
判
所
と
活
動
行
政
の
分
離

･
独
立
､
職
務
の
分
離
と
い
う
理
論
上

(79
)

の
根
拠
が

一
般
に
あ
げ
ら
れ

る

｡

行
政
に
命
令
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
､
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行
政
は
発
動
の
自
由

(tib
e
rte
d
'in
itia
tiv
e
)
を
失

っ
て
し
ま
う
と
さ
れ

(80
)

る
の
で
あ

る

o

し
か
し
な
が
ら
､
司
法
裁
判
所
は

一
定

の
場
合
行
政
に
対
し
て
命
令
を

(81
)

出
し
て
い

る

の

で
あ
り
､
行
政
裁
判
所
と
活
動
行
政
の
分
離
が
義
務
づ
け

判
決
禁
止
の
決
定
的
な
根
拠
と
は
な
り
え
ず
､
こ
こ
で
は
､
理
論
的
な
も

の
で
は
な
-
､
実
際
上
の
理
由
が
大
き
な
意
味
を
も

つ
こ
と
に
な
る
｡

つ
ま
り
､
裁
判
所
に
は
､
行
政
に
判
決
を
執
行
さ
せ
る
有
効
な
強
制
手

段
が
な
い
た
め
､
義
務
づ
け
判
決
を
認
め
て
も
実
際
上
の
効
果
は
な
い
と

(82
)

い
う
こ
と
で
あ

る

｡

し
た
が

っ
て
､
義
務
づ
け
判
決
が
執
行
さ
れ
ず
､
自

ら
の
権
威
と
信
頼
と
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
危
険
を
避
け
､
行

政
の
自
発
的
な
執
行
に
委
ね
る
こ
と
で
よ
り
良
-
裁
判
判
決
の
執
行
を
確

保
し
ょ
う
と
す
る
､
裁
判
所
の
自
己
抑
制
と
い
う
判
例
政
策
に
よ

っ
て
､

(83
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義
務
づ
け
判
決
が
禁
止
さ
れ
て
い
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言
わ
れ
て
い
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｡

そ
し
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よ
う
な
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質
を
持

つ
義
務
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判
決
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則
に
対
し

(84
)
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つ
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務
づ
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判
決
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認
め
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と
を
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張
す
る
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も

存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

コ
ン
セ
イ

エ
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デ
タ
が

(86
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そ
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態
度
を
変
え
る
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で
あ
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